
1 酒田氏の苗木生産状況について 3 県内産コンテナ苗の出荷について（コンテナ苗の抜き取り～荷造り）
・6月16日 県内産コンテナ苗初出荷（県内初） ・取材可能日:15日（木）午前9:00～12:00
・今春 有花粉・少花粉・無花粉スギコンテナ苗植え付け約４万本 ・取材対応者:酒田悦子氏（福井県樹苗生産組合 会⾧）

・連絡先:090-3767-9608（携帯）、0778-27-1330（自宅）
〇R4秋生産実績概要 ・事前連絡:要、前日12:00までに酒田氏まで

区分 樹種 本数（千本）
裸苗 スギ（有花粉） 26 4 酒田氏の苗畑の所在地
裸苗 ヒノキ 3 住所:〒915－0031 越前市余川町39－1（酒田氏自宅） 近く
裸苗 抵抗性アカマツ 2

コンテナ苗 スギ（有花粉） 16
合計 47

〇R5秋生産見込み
区分 樹種 本数（千本）
裸苗 スギ（有花粉） 20
裸苗 ヒノキ 1
裸苗 抵抗性アカマツ 3

コンテナ スギ（有花粉） 30
合計 54

2 コンテナ苗施設整備の内容
○R3に国、県、越前市の支援を受けて施設を整備

完成年月日:R4.3.14
内   容:スプリンクラー、抜取機、コンテナ容器等
事 業 費:8,936千円

令和5年6月12日 県産材活用課

酒田氏苗木生産　関係資料

コンテナ苗施設

今回はこのうち

3,200本出荷

(6月中に計7,500本

出荷予定)



令和5年6月1２日 県産材活用課

1 れいなん森林組合の概要について（R3末時点） 3 県内産コンテナ苗植栽の概要
・組合⾧:小谷 康弘 ・事業概要:森林整備センター分収造林事業（奥坂本団地）植栽業務 
・組合員所有森林面積:55,977ha ・植栽箇所:おおい町名田庄奥坂本 約6ha  （今回植栽は約1ha）
・組合員数:8,315人 ・植栽内容:県内産スギコンテナ苗 3,200本
・R3素材生産量:21,259㎥ ・植栽日:6月19日～6月23日 ・取材可能日:6月20日～21日
・事業範囲:敦賀市、美浜町、若狭町、小浜市、高浜町、おおい町 ・取材対応者:れいなん森林組合 木村氏

・取材対応者連絡先:0770-56-5600（組合）
2 れいなん森林組合の所在地について ・事前連絡:要、前日までに、れいなん森林組合　木村氏まで

・住所:〒917－0244 小浜市神宮寺5号30番地（本所） ※主要道路等から植栽現場まで案内可能
・電話番号:0770-56-5600（本所）

れいなん森林組合　関係資料

植栽箇所

福井県道16号坂本高浜線中腹に作業道あり



苗木生産の工程

【裸苗・コンテナ苗共通】

1 2 3 4 コンテナ苗へ

裸苗へ

採種園 採種 播種 苗畑

【コンテナ苗】

5 6 7 8

移植 抜き取り 梱包・出荷
植栽

【裸苗】

5 6 7 8 9

床替え・選苗 根切り 掘り取り・仮植 梱包・出荷 植栽

約１年

コンテナで半年～

１年程度育苗

2年程度育苗



コンテナ苗について

【裸苗（従来）とコンテナ苗について】
○裸苗
・畑で生産し、出荷時は根がむき出しとなっている苗
・秋から春にかけて植栽

○コンテナ苗
・専用の容器で生産し、出荷時は根に土がついた状態の苗
・活着が良好であるため、植栽の時期を選ばない

【コンテナ苗のメリット（従来の苗と比較）】
裸苗（従来の苗） コンテナ苗

３年 １～２年

植えかえ ２回 なし

根切り ２回 なし

掘り取り 負担が大きい 軽減できる

負担が大きい 軽減できる再造林時の労力
・専用の器具を使用することで、従来の苗より小さい穴で植栽ができるた
め効率が良く、植栽に係る労力が軽減される

コンテナ苗のメリット

出荷までの期間
・肥料や土などを配合した培土を使用し、コンテナ容器で育てるため成⾧
が良く、２年目に出荷できる

生産に
要する労力

・病気や虫を防ぐため、裸苗は１年毎に床替え（苗畑を移動）が必要であ
るが、コンテナ苗は軽減できる
・裸苗は出荷の規格（高さ、太さ）に合うよう毎年根切りを行う必要があ
るが、コンテナ苗は軽減できる
・出荷の際、裸苗は苗を掘り取る必要があるが、コンテナ苗は専用の機械
で抜き取るだけでよい

〈裸苗〉 〈コンテナ苗〉 〈コンテナ容器〉


